
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成 24 年 6 月 1 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

研究成果の概要（和文）： 

監査人が企業の有しているリスクをどのように有効に識別、評価してリスクに対応するのか

について、不正リスクの評価を細分化して捉えることにより、理論的かつ実証的に解明した。 

また、監査人がどのように企業の有する潜在的なリスクを識別し評価しているのか

について文献研究を網羅的に行い、不正リスクの概念を構築するにあたっての理論

研究を行った。  

 

研究成果の概要（英文）： 

In this study, I examined how auditors identify specific fraud risk factors, assess the 

client’s level of fraud risk, and plan audit tests to address fraud. 
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保証業務基準委員会)において、監査人の判断 

の重要性が指摘されている。 

 財務諸表の監査においては、監査を受ける

企業の事業リスクの程度が監査の実施に与

える影響をどのように評価するのかが重要

な判断要素の一つとなっている。財務諸表の

監査は、リスク・アプローチによって行わな

ければならないが、当該アプローチでは、監

査を受ける企業が財務諸表に重要な虚偽表

示をもたらす可能性を広く検討したうえで、

監査の実施に対する監査資源の投入量を調

整することを予定している。 

監査を実施するうえで、企業が影響を与え

るであろう様々なリスクが高い場合と低い

場合とでは、監査の実施方法が根本的に異な

る。財務諸表に重要な虚偽表示をもたらす可

能性が高いほど、その発見のためにより精度

の高い監査手続を適用したり、適用範囲を拡

大する必要があるので監査資源の投入量が

増加し、このコストが許容量を超える場合に

は監査を実施することは不可能になる。 

とりわけ、企業の不正リスクを評価するた

めには、不正に関与しようとする動機やプレ

ッシャーの存在を示す事象、不正を実行する

機会を与える状況などを識別し評価する。し

かし、多くの事象や状況を網羅的に検証し、

単に個々の要因の有無やリスクの大小を検

討するだけでは、監査を有効に実施すること

にはならず、監査資源の投入量を増加させ、

コストが許容範囲を超えることにもなりか

ねない。 

ところが不正リスクの評価を行うにあた

り、監査人がどのように企業の有する潜在的

なリスクを識別し評価しているのか、その客

観的な評価は監査基準において確立されて

おらず、既存研究においても明らかにされて

いない。 

 すなわち、次のような観点において、不正

リスクという概念は監査プロセス全体を通

じて拡がりをみせ、ますます重要性を増して

いる。 

(i) 監査の実施可能性という観点 

(ii) 財務諸表における不正の発見とい

う観点、すなわち、監査プロセス

の第一段階から監査意見形成の段

階に到るまでの監査プロセス全体

にかかわり存在または発生する可

能性のある企業のリスクを認識し、

監査計画に有効かつ効率的に反映

させるという観点。 

(iii) 監査人のリスク評価に対する判断

規準を客観化し監査結果の有用性

を高めるという観点。 

 これらの観点から、不正リスク評価の探究

は、監査契約に影響を与える要因およびリス

クに関して、監査人が考慮すべき事柄を形式

化するのに有用である。また、企業に対する

監査人の評価が改善され、財務諸表監査の質

が改善されるなら、間接的に監査の直接の受

益者である投資者の利益につながると期待

できる。 

しかしながら、不正リスクの評価は、わが

国ではブラック・ボックスとなっており、企

業評価の判断の指標を客観化し解明する必

要性が喫緊に生じている。 

研究動向に目を向けると、不正リスクの評

価およびかかる判断形成については、国外で

は重要な研究課題の一つとして研究が蓄積

されてきている一方で、わが国においては非

違事例が散見されるにもかかわらず、監査研

究上等閑視されている状況にあり、本研究者

が過去において公表した研究成果がわが国

学界においての主たる研究成果となるにと

どまっている。 

 これは、不正リスクの評価にかかる監査人

の判断形成が重要であると認識されている



 

 

にもかかわらず、不正リスクの概念自体およ

びフレームワークが十分に確立されていな

いことに起因すると考えられる。そこで、こ

の本研究では、解明課題を正面からとりあげ

ることを試みた。 

 不正リスクの評価は企業と監査契約を締

結する段階での契約リスクの評価、および契

約後の不正リスク要因の識別・評価から統合

される概念であり、これまでの研究成果にお

ける研究方法論や知見を精緻化し、現実の実

務に適用できるモデルへの応用に挑戦し、監

査人が自らの判断内容を客観的に認識し判

断の改善をはかることが可能になるような

監査実務への実践可能性を有した成果を提

供したいと考えた。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、監査人が企業の有してい

るリスクをどのように有効に識別、評価しリ

スクに対応するのかについて、不正リスクの

評価を細分化して捉えることにより、理論的

かつ実証的に解明することである。 

すなわち、本研究では、次のような課題を

解明することをねらいとした。 

(i) 不正リスクの概念フレームワークの

確立 

(ii) 不正リスク評価の判断指標となる評

価要因の解明 

(iii) 不正リスクの評価体系についての分

析 

(iv) 不正リスク評価モデルの実務への発

展 

このような不正リスク評価の客観化は、リ

スク・アプローチ全体における共通の基本モ

デルとして有用であり、また、リスク・アプ

ローチを土台とし応用させた事業上のリス

ク評価の精緻化につながる。 

 

３．研究の方法 

公認会計士に対する質問票調査結果の分析、

監査契約リスクおよび不正リスクの評価に

対する基礎要因を最新の欧米文献を通じて

理論的に分析。 

 

４．研究成果 

本研究では、不正リスク評価における監査

人の判断の客観化をはかった。不正リスク評

価の探究は、監査契約に影響を与える要因お

よびリスクに関して、監査人が考慮すべき事

柄を形式化するのに有用である。 

また、企業に対する監査人の評価が改善さ

れ、財務諸表監査の質が改善されるなら、間

接的に監査の直接の受益者である投資者の

利益につながる。 

不正リスクおよび監査契約リスクの概念

ならびに評価方法はわが国では未解明であ

り、本研究者がこれまで公表してきた研究成

果がその端緒であり、本研究は学界において

も新規性を有している。また、研究方法論に 

おいても、理論研究および実証研究により、

わが国の監査論研究ではほとんどない、実務 

への実践可能性を備えた研究成果を社会に

還元できるものである。 
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